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バングラデシュへの渡航を予定される皆様へ 

発出⽇︓2023 年 3 月 1 ⽇（継続）  

チッタゴン（チョットグラム）丘陵地帯 
（カグラチャリ県、ランガマティ県、バンドルボン県） 

〔レベル 2〕 
「不要不急の渡航は⽌めてください。」（継続） 

上記を除くバングラデシュ全土 
〔レベル 1〕 
「十分注意してください。」（継続） 

 

【ポイント】 
●バングラデシュでは、2017 年にダッカ国際空港及びその近辺で⾃爆テロが発⽣し、2017 年及び 2019 年にも治安当局を標的とする爆弾

テロが散発的に発⽣しており、依然としてテロの脅威は完全には排除されていません。 
●また、政権与党に対するデモ・抗議活動も多く確認され、2022 年 12 月 7 ⽇にはダッカ市内で警察と最⼤野党であるバングラデシュ⺠族

主義党（BNP）の活動家らが衝突し複数の死傷者が発⽣しました。2024 年初旬に開催される総選挙に向けて、デモ・抗議活動が激しさ
を増していくことが予想されますので、治安情勢には十分注意してください。 

●チッタゴン（チョットグラム）丘陵地帯では、仏教系少数⺠族が多数居住していますが、⺠族対⽴等が依然として未解決のままであり、
現地の治安情勢は依然不透明な状況です。このほか、ミャンマー側の国境地帯において、ミャンマー軍と反政府武装組織が抗争状態にあ
り、ミャンマー側からの砲弾が国境を越えてバングラデシュ国内に着弾している模様です。また、現在、バングラデシュ治安部隊による
チッタゴン丘陵地帯でのテロ掃討作戦のため、ミャンマー国境の⼀部で渡航制限が継続されるなど、治安情勢が不安な状態が続いていま
す。引き続き警戒する必要がありますので、同地帯への不要不急の渡航は⽌めてください。 

 
【概況】 
(1)政治情勢 

ア 2014 年 1 月に⾏われたバングラデシュの第 10 回総選挙では、選挙前から野党関係者による政権与党への反対運動（ハルタル）やそれ
に伴う抗議活動が全国各地で実施され、選挙運動参加者の⼀部と治安部隊との衝突が発⽣したほか、爆弾事件や公共交通機関への放火
などに発展し多数の死傷者を伴う事態となりました。しかし、2018 年 12 月の第 11 回総選挙では、敗北した政党などによる抗議活動
はほとんど⾒られず、総選挙後の政治情勢は全般的に平穏裏に推移しました。 

イ 2021 年 3 月にはインドのモディ首相訪問に対し、イスラム主義団体「ヘファジャテ・イスラム」が全国規模の抗議活動及びハルタル
を実施し、同活動参加者と治安部隊の間で衝突が発⽣し、双方に複数の負傷者が出ました。 

ウ 2022 年 6 月にはインド与党であるインド⼈⺠党（BJP）幹部による預言者ムハンマドに対する発言をめぐり、ダッカ市内で抗議集会が
⾏われました。このほか、2022 年 12 月 7 ⽇、ダッカ市内で警察と最⼤野党である BNP の活動家らが衝突し、男性 1 名が死亡、ジャ
ーナリスト 4 名を含む 50 名以上が負傷しました。 

エ バングラデシュにおいては選挙時以外にも政権与党や政府に対する抗議活動等が断続的に発⽣していますが、2024 年初旬頃には第 12
回総選挙が控えていますので、政党事務所やダッカ⼤学周辺など、これまでに選挙運動や⼤規模集会が⾏われた場所等には極⼒近づか
ないようにしてください。また、外国⼈が多数居住する地域においても上記のような事態が発⽣したことがありますので、そのような
地域においても十分注意が必要です。 

 
（2）テロ情勢 

ア 過去、国内各地で外国⼈、イスラム教スンニ派以外の宗教信者、治安当局関係者等が標的となるテロ事件が相次いで発⽣しており、
2015 年 10 月には、ロングプール県における邦⼈殺害事件、2016 年 7 月にはダッカ襲撃テロ事件が発⽣しました。邦⼈が被害となっ
た両事件に関しては、「ISIL バングラデシュ」を名乗る犯⾏声明が発出され、2019 年に発⽣した警察官を狙った爆弾事件に関しても、
同様の犯⾏声明が発出されました。2022 年 11 月には、ダッカ市内において、アルカイダ系過激派組織「アンサール・アル・イスラ
ム」（AAI）構成員の死刑囚 2 ⼈が裁判所敷地内から脱⾛し、現在も⾏方が分かっていません。 

イ 2016 年以降、バングラデシュ政府は、ISIL の思想に感化されたイスラム過激派組織「ジャマトゥル・ムジャディン・バングラデシュ
（JMB）」の分派組織であるネオ JMB 構成員を中心に、テロ計画を有するイスラム過激主義者らの摘発を継続的に推進し、テロを未然
に阻⽌しています。近年は外国⼈を標的としたテロ事件は発⽣していませんが、過激派組織の拠点からは爆弾及び爆弾の原材料等が⼤
量に押収され続けており、摘発時に構成員が⾃爆する事件も発⽣しています。過激主義者は、ダッカ襲撃テロ事件を称揚し、さらなる
攻撃を⾏うよう呼びかけるメッセージを映像や雑誌等のメディアを通じて発出しており、こうしたメッセージは組織的なテロの脅威が
完全に排除されていないことを示しており、引き続き注意、警戒が必要です。 

 
（3）⼀般犯罪 

全土において、犯罪発⽣件数は年々増加しており、特に、ここ数年で薬物事案が急激に増加しています。⼀方、2016 年以降、警察の検
挙率も急速に伸びており、治安当局の取組は成果を上げていますが、依然として、誘拐、殺⼈、強盗等の凶悪犯罪が多発しており、邦⼈
旅⾏者や出張者などの短期滞在者が⼈的被害を受ける例も確認されています。 
 

※外務省海外安全情報（危険情報）の詳細につきましては、 
外務省海外安全ホームページ ︓ http://www.anzen.mofa.go.jp  

                  http://m.anzen.mofa.go.jp/mbtop.asp（携帯版）にてご確認ください 
  または、 

外務省領事サービスセンター  電話︓（外務省代表）03-3580-3311 （内線）2902, 2903 
  外務省領事局海外邦⼈安全課（テロ・誘拐関連を除く） 電話︓（代表）03-3580-3311（内線）2306 

外務省領事局邦⼈テロ対策室（テロ・誘拐関連） 電話︓（代表）03-3580-3311（内線）3047  
までお問い合わせください。 

 
 
弊社では海外安全情報が発出された場合、原則として〔レベル１〕「十分注意して下さい」までの地域、国についてツアーを実施しており、ツアー実施に 
あたりましては、現地情報を十分把握し、安全で円滑な⽇程となる様配慮して運⾏管理を⾏っております。 

  


